
平成9年度総合健診
予約受付について
年末にお送りしました総合健診の予

約案内についての文書が、お手元に届
いていることと思います。

早速ではありますが、内容をご記入
の上、1月中に遠賀町役場までご送付

くださるようお願いいたします。

福祉課保健衛生係

∴三：畿∵三…三∴畿 ●●●●●●●　●● 需緯蕪謹靖夕こ幼亀川きまi 　生時302〕11 いき 福や 祉す／）練と月 ：：∴∴∴∴“ 保服（ 衛で　写 生参l 係加　　母と産 

住宅取得等特別控除の控除を受けられる要件　　　誤　②　増改築などの �し、 場合 場合 �eT正します。 

国
民
年
金
第
3
号
被
保
険
者
の

特
例
届
出
は
お
済
み
で
す
か
？

会
社
員
や
公
務
員
に
扶
謎
さ
れ
て
い

る
2
0
歳
以
上
0
0
歳
未
満
の
配
偶
者
は
国

民
年
金
の
第
3
号
被
保
険
者
と
な
り
ま

す。

こ
の
よ
う
な
人
は
保
険
料
を
直
接
納

め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
第
3
号

被
保
険
者
で
あ
る
旨
の
属
出
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
届
出
を
怠
っ
た
り
、

2
年
以
上
遅
れ
た
り
し
た
た
め
に
第
3

号
被
保
険
者
期
間
が
未
納
期
間
に
な
っ

て
い
る
人
が
い
ま
す
。

未
納
は
放
っ
て
お
く
と
老
齢
基
礎
年

金
が
減
額
さ
れ
る
な
ど
、
大
変
な
こ
と

に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
3
号
未
納
期
間
を
解
消
す

る
た
め
、
第
2
号
被
保
険
者
の
特
例
届

出
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
届
出
を
行
う
と
3
号
未
納
期
間

が
納
付
済
期
間
に
変
わ
り
ま
す
。

◇
今
が
チ
ャ
ン
ス

第
3
号
被
保
険
者
の
届
出
を
し
て
い

な
い
人
、
ま
た
3
号
未
納
期
間
を
有
す

る
人
一
勧
奨
状
を
送
付
済
）
　
は
、
す
ぐ

に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
特
例
届
出
が
で
き
る
の
は

平
成
9
年
3
月

●
問
い
合
わ
せ

な
ま

重
責

ま
で
で
す
。

住
民
課
国
保
年
金
係

操
体
法
教
室
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

腰
痛
や
肩
こ
り
を
は
じ
め
体
の
不
調
は
、
体
の
ゆ
が
み
が
原

因
と
な
る
場
合
が
多
い
も
の
で
す
。
操
体
法
は
自
分
自
身
の
力

で
体
の
ゆ
が
み
を
な
お
し
、
自
ら
の
力
で
健
康
を
つ
く
っ
て
い

く
体
操
で
す
。
教
室
は
合
冊
H
間
の
コ
ー
ス
で
す
。

●
と
き
　
2
月
1
0
H
　
（
月
）
・
1
7
日
　
（
月
「
2
4
H
　
（
月
）
・
3

月
3
日
　
（
月
）

時
間
は
い
ず
れ
の
H
も
午
後
1
時
0
0
分
か
ち
4
時
ま
で

●
と
こ
ろ
　
遼
質
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
　
和
室

●
対
象
者

◇
7
0
敲
未
満
で
、
腰
痛
・
肩
こ
り
な
ど
で
お
悩
み
の
人

◇
原
則
と
し
て
、
四
日
間
と
も
参
加
で
き
る
人

●
申
し
込
み
　
1
月
2
8
日
　
（
火
）
　
か
ら
福
祉
課
保
健
衛
生
係
で

受
け
付
け
ま
す
。

●
料
金
　
無
料
（
定
日
二
十
五
人
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
）

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
保
健
衛
生
係



町　県　民　税（4期）
国民健康保険税（4期）

1月31日栓）まで

役場293－1234

防火管理者資格取得
講習会があります

●とき　2月4日（火）一5日（

水）2日間　午前9時から午後

5時まで

●ところ　遠賀郡消防本部3階講

堂

●対象者　防火管理者を必要とす

る事業所の関係者又は業務上防

火管理の知識が必要な人

●定員　70人（定員になり次第締

切ります。）

●申し込み1月31日（金）まで

に申込畠に写真2枚（タテ3cm

Xヨコ2・5m）とテキスト代

4．000円を添えて、遠賀郡消防

本部予防課までどうぞ。（申込

書は同課にあります。）

●問い合わせ　遠賀郡消防本部予

防課　℡（293）8125

平成8年12月末日現在（）は前月比

命〟7（＋1）

7g甜7（＋3）

●男・・・9，339　●女…10．242

●転入……72　●転出・・・．・・65

●出生……　7　●死亡……11

〆

i l l i ；当 ！ �所得税申告の日程 �●　◇れ付（でて 罵要所！諸買戻語合‘ま 

鵠冨藻摩謹 2月19日（水）誓嵩等鷲 2月20日（木）競擢 2月21日（金）れでくたき 3月3日（月）い0 3月4日（火） �鴇：∴：圭 罵中書等；喜掌篤く 

i l i ��≒患∴「雪 とた人 なるつい超与上二人税 綱醗 

1 �3月5日（水） 
日 日 手（ ！ ！ �羅呂潟〉誤認 ●時間午前9時一正午 

i �午後1時～4時 
i ii i i i も �●場所役場2階 　大会議室 

※くも申の◆す日 3着所だの告所配配の（ 6松篤さ（に得偶偶で月 税緩い源は額若者ご） へ務に。泉配に特特注の ど竃つ徴偶応別別憲二 うい収者じ控撞く日 ぞ℡て票のて陰険だだ （のな所決のにさけ 

講謙語…↓霊薄絹喜続講 
謹　窒雷撃　…非難　蕎舞需 

●
と
き
　
2
月
2
1
日
　
（
金
）
　
午
前
1
0
時

～
午
後
1
時

●
と
こ
ろ
　
水
巻
町
南
部
公
民
館

●
内
容
　
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
昼

食
会

●
対
象
　
神
経
難
病
患
者
及
び
家
族
な

ど
●
料
金
　
無
料

●
申
し
込
み
　
遠
賀
保
健
所
保
健
予
防

課
　
℡
　
（
2
0
1
）
　
4
1
6
1

※
2
月
1
4
日
　
（
金
）
　
ま
で
に
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い

消
化
器
難
病
講
演
会

が
あ
り
ま
す

●
と
き
　
2
月
1
4
日
　
（
金
）
　
午
後
1
時

2
0
分
－
4
時

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
保
健
所
　
会
議
室

●
内
容
　
〝
潰
瘍
性
大
腸
炎
、
ク
ロ
ー

ン
病
っ
て
ど
ん
な
病
気
？
　
知
っ
て

ほ
し
い
付
き
合
い
方
1
；

●
対
象
者
　
消
化
器
難
病
患
者
及
び
家

族
、
関
心
の
あ
る
人

●
料
金
　
無
料

●
講
師
　
町
立
芦
屋
中
央
病
院
院
長

伊
達
弘
一
氏

●
申
し
込
み
　
遠
賀
保
健
所
保
健
予
防

課
　
℡
　
（
2
0
1
）
　
4
1
6
1

※
2
月
1
日
　
（
金
）
　
ま
で
に
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い

3
歳
児
健
康
診
萱
が

あ
り
ま
す

●
と
き
　
2
月
1
3
日
　
（
木
）
受
付
＝
午

後
1
時
1
0
分
～
1
時
4
0
分

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
象
　
平
成
5
年
1
1
月
1
日
か
ら
平

成
6
年
1
月
3
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

幼
児

●
内
容
　
身
体
測
定
、
医
師
に
よ
る
診

察
（
小
児
科
．
歯
科
）
、
歯
科
衛
生
士
、

保
健
婦
に
よ
る
保
健
指
導

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手

帳
、
健
康
診
査
票
　
（
対
象
者
に
送
付



町県民税申告の日程 
2　　月　　　　　　　　　　　　3　　月 

綱　　目 �行　数　区 � �期　　日 �行　数　区 � 

2月17日（月） �田圃北・田園南 ��3月4日（火〉 �遠賀川 

2月18日（火） �東和苑 ��3月5日（水） �新町 

2月19日（水） �嶋津・若松 ��3月6日（木） �広波 

2月20日（木） �鬼津 ��3月7日（金） �木守 

2月24日（月） �尾崎 ��3月10日（月） �浅木 

2月25日（火） �松ノ本 ��3月11日（火） �上別府 

2月26日（水） �千代九・旧停・中央 ��3月12日（水） �虫生津 

2月27日（木） �別府 ��3月13日（木） �善良・芙蓉 

2月28日（全） �今古賀・遺言・若葉台 ��3月14日（金） �録ケ丘 

●時間　午前9時～正午 ���3月17日（月） �指定の日に来ること 

午後1時－4時 ●場所役場2轄大会議室 ����ができなかった人 

「ヽ

町
県
民
税
の
申
告
が
必
要
と
思
わ
れ

る
人
に
は
、
郵
便
で
通
知
書
　
（
町
県
民

税
の
申
告
案
内
）
を
お
送
り
し
ま
す
。

通
知
蕾
に
書
か
れ
て
い
る
必
要
書
類
等

を
整
理
し
て
、
通
知
書
と
い
っ
し
ょ
に

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
平
成
8
年

中
に
遼
賀
町
に
転
入
さ
れ
た
人
や
通
知

書
が
届
い
て
い
な
い
人
で
も
平
成
8
年

中
に
収
入
の
あ
っ
た
人
は
、
居
住
さ
れ

て
い
る
区
の
申
告
日
に
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
所
得
税
の
申
告
を
さ
れ
た

人
は
、
町
県
民
税
の
申
告
を
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
町
県
民
税
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

は
、
役
場
税
務
課
　
℡
　
（
2
9
3
）

1
2
3
4
　
ま
で
ど
う
ぞ

命
の
還
付
申
告

納
め
た
税
金
が
戻
っ
て

く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

給
与
所
得
者
で
確
定
申
告
を
す
る
必

要
の
な
い
人
で
も
、
次
の
よ
う
な
人
は
、

確
定
申
告
を
す
る
と
源
泉
徴
収
さ
れ
た

所
得
税
が
戻
っ
て
く
る
吻
合
が
あ
り
ま

す。①
民
間
の
金
融
機
関
や
住
宅
金
融
公
庫

な
ど
か
ら
住
宅
ロ
ー
ン
の
融
資
を
受

け
て
マ
イ
ホ
ー
ム
を
取
得
し
た
人

②
病
気
や
け
が
な
ど
で
多
額
の
医
療
費

を
支
払
っ
た
人

①
の
人
は
、
住
宅
取
得
特
別
控
除
を

②
の
人
は
、
医
療
費
控
除
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
控
除

の
内
容
や
申
告
に
必
要
な
書
類
な
ど

は
本
紙
1
月
1
0
日
号
に
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

所
得
税
の
還
付
申
告
を

受
け
付
け
ま
す

●
と
き
　
2
月
3
日
（
月
）
・
4
日
（
火
）

の
午
前
9
時
か
ら
正
午
ま
で
と
午
後

1
時
か
ら
4
時
ま
で

●
と
こ
ろ
　
役
場
二
階
第
二
会
談
室

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
申
告
に
必
要
な

書
類
　
（
本
紙
1
月
川
口
号
を
ご
覧
く

だ
さ
い
）
　
と
印
鑑

還
付
金
は
金
融
機
関
の
預
金

口
座
に
振
り
込
ま
れ
ま
す

還
付
金
は
、
金
額
の
多
少
に
か
か
わ

ら
ず
本
人
名
義
の
金
融
機
関
預
金
口

座
へ
振
り
込
ま
れ
ま
す
。
申
告
の
瞭

金
融
機
関
名
、
預
金
の
種
類
、
口
座

番
号
な
ど
が
分
か
る
も
の
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

し
ま
す
）
、
健
診
日
の
朝
の
尿
を
1
0
∝

程
度
、
お
子
さ
ん
が
家
庭
で
使
っ
て

い
る
歯
ブ
ラ
シ

●
料
金
　
無
料

●
そ
の
他
　
対
象
者
に
は
個
人
通
知
し

ま
す

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
保
健
衛
生
係

小
・
中
学
校
で
置
き
ま
せ
ん
か

学
校
用
務
補
助
員
を
募
集

●
仕
事
の
内
容
　
学
校
一
般
用
務

●
応
募
資
格
　
町
内
に
住
む
1
8
歳
か
ら

5
5
歳
ま
で
の
女
性
で
、
一
年
間
勤
め

る
こ
と
が
で
き
る
人

●
募
集
人
員
　
午
前
の
都
　
島
門
小
学

校
、
浅
木
小
学
校
、
遼
賀
中
学
校
、

各
一
人
　
午
後
の
部
　
浅
木
小
学
校

一
人

●
勤
務
時
間

◇
午
前
の
部
　
月
曜
日
－
金
曜
日
の
午

前
1
時
3
0
分
か
ら
正
午
ま
で

土
曜
日
は
午
前
1
時
5
0
分
か
ら
午
後

1
時
5
0
分
ま
で

◇
午
後
の
部
　
月
曜
日
－
金
曜
日
の
正

午
か
ら
午
後
4
時
0
0
分
ま
で

●
賞
金

◇
月
曜
日
～
金
曜
日
　
午
前
・
午
後
の

部
い
ず
れ
も
三
千
四
百
円
／
日

◇
土
曜
日
　
四
千
六
百
円
／
日

●
申
込
み
　
履
歴
書
に
写
真
を
添
付
し

て
、
2
月
1
8
日
　
（
火
）
　
ま
で
に
遠
賀

町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

●
採
用
方
法
　
面
接
の
、
う
え
、
本
人
に

通
知
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
学
校
教
育
課

国
の
教
育
ロ
ー
ン
一
日

個
別
相
談
を
行
い
ま
す

●
と
き
　
2
月
1
8
日
　
（
火
）
午
前
1
0
時

～
午
後
3
時

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
役
場
二
階
　
第
二

会
議
室

●
内
容
　
教
育
資
金
に
つ
い
て
の
相
談

と
申
込
受
付

●
問
い
合
わ
せ
　
国
民
金
融
公
庫
八
幡

支
店
　
℡
　
（
6
4
1
）
　
7
7
1
5

県
立
北
九
州
盲
学
校

の
幼
稚
部
・
高
等
部

入
学
者
を
募
集
し
ま
す

●
対
象
者
　
福
岡
県
内
に
住
ん
で
い
る

視
覚
に
障
害
の
あ
る
人
で
、
次
の
要

件
を
満
た
す
人

◇
幼
稚
部
　
3
歳
か
ら
5
歳
ま
で
の
幼

児
◇
高
等
部
保
健
理
療
科
　
中
学
校
卒
業

又
は
平
成
9
年
3
月
卒
業
予
定
の
人

◇
高
等
部
専
攻
料
理
原
料
　
高
等
学
校

卒
柴
又
は
平
成
9
年
3
月
卒
業
予
定

の
人

●
募
集
期
間
　
2
月
1
日
　
（
土
）
　
か
ら

2
月
1
5
日
　
（
土
）
　
ま
で

●
選
考
期
日
　
3
月
6
日
　
（
木
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
県
立
北

九
州
盲
学
校
（
北
九
州
市
八
幡
東
区

高
見
五
丁
目
一
－
十
二
）
　
か
　
（
6
5

1

）

5

4

1

9

　

F

A

X

（

6

5

1

）

9
0
9
「
、
J



4

しもやけの予防と治療

保温とマッサージで血行を促進

発行　福岡県遠賀郡遠賀町大字今古賀513遠賀町役場企画課（℡093－293－1234）　印刷　株式会社ペイジ

補
習
高
善
学
校
通
信

制
課
程
の
生
徒
を
募

集
し
ま
す

募
集
人
員
は
、
普
通
科
・
商
業
科
各

百
人
で
す
。
高
校
に
三
年
以
上
在
学
し
、

八
十
単
位
以
上
修
得
す
れ
ば
、
高
校
卒

業
資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。
過
去
に
修
得

し
た
単
位
　
（
高
校
中
退
者
等
）
　
や
大
検

合
格
科
目
の
単
位
は
、
卒
業
に
必
要
な

単
位
に
算
入
し
ま
す
。
．
部
科
目
履
修

制
度
も
あ
り
ま
す
。

●
願
書
受
付
　
3
月
3
日
－
3
月
2
7
日

●
試
験
日
　
3
月
0
0
日

●
問
い
合
わ
せ
　
福
智
高
校
　
〒
脇
田

用
市
大
字
伊
田
宇
野
添
三
九
三
四

℡
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（

4

2

）
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1

1

1

「
わ
た
し
の
健
康
法
」

は
つ
い
て
の
原
稿
を

募
集
し
ま
す

福
岡
県
遠
賀
保
健
所
で
は
、
皆
様
の

健
康
づ
く
り
に
協
力
で
き
る
よ
う
な
ユ

ニ
ー
ク
な
健
康
法
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
テ
ー
マ
　
栄
養
、
運
動
、
休
輩
な
ど

に
関
す
る
健
康
法
　
（
た
だ
し
、
き
な

こ
ド
リ
ン
ク
・
紅
茶
き
の
こ
な
ど
の

民
間
療
法
は
除
く
）

●
作
品
　
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
二
枚

か
ら
六
枚
　
（
冒
頭
に
表
題
、
末
尾
に

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
を
明
記
し
て
く
だ

さい。）

●
原
稿
締
切
り
　
2
月
2
5
日
　
（
火
）

●
原
稿
提
出
先
　
〒
桝
　
水
巻
町
大
字

吉
田
二
三
六
三
－
一
人
　
福
岡
県
遮

賀
保
健
所
　
保
健
予
防
課

●
そ
の
他
　
募
集
原
稿
は
返
却
致
し
ま

せ
ん
。
応
募
作
品
の
中
で
優
秀
な
も

の
に
つ
い
て
は
、
県
で
作
品
集
を
作

成
し
ま
す
。
（
平
成
9
年
4
月
ご
ろ
）

※
応
募
者
全
員
に
記
念
品
を
差
し
上
げ

ます。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
遠
賀
保
健
所

保
健
予
防
課
　
℡
　
（
2
0
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）
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1

小
学
生
の
た
め
の
国
際
交
流

事
案
『
ち
び
っ
こ
探
険
学
校

∃
ロ
ン
島
』
　
に
参
加
し
ま
せ

ん
か

●
と
き
　
3
月
2
6
日
　
（
水
）
－
4
月
2

日
　
（
水
）
　
七
泊
八
日

●
と
こ
ろ
　
鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

●
定
員
　
三
百
六
十
人
（
三
年
生
以
上
）

●
内
容
　
在
日
外
国
人
の
ナ
ビ
も
た
ち

と
共
同
生
活
を
し
な
が
ら
、
い
か
だ

こ
き
、
釣
り
、
黒
砂
糖
づ
く
り
な
ど

を
体
験
し
、
言
語
・
習
慣
の
違
い
を

越
え
て
友
情
を
深
め
、
国
際
感
覚
を

身
に
付
け
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

●
費
用
　
福
岡
発
　
十
万
二
千
円

●
締
切
　
3
月
1
0
日
　
（
月
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

㈱
国
際
青
少
年
研
修
協
会
　
〒
脚
東

京
都
新
宿
区
四
谷
ニ
ー
十
一
大
村
ピ

ル
三
階
　
℡
0
3
　
（
3
3
5
9
）
　
8

◇
な
お
、
こ
の
事
業
の
説
明
会
を
行
い

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さい。

●
と
き
　
2
月
1
6
日
　
（
日
）
　
午
後
3
時

～
4
時
0
0
分

●
と
こ
ろ
　
福
岡
朝
日
ピ
ル
　
地
下
一

階
十
五
号
室
　
〔
福
岡
市
博
多
区
博
多

駅

前

二

丁

目

一

－

一

　

℡
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2

（
4
3
1
）
　
1
2
2
8
〕
　
J
R
博

多
駅
か
ら
徒
歩
一
分

●
対
象
　
参
加
者
と
そ
の
保
護
者
　
（
保

護
者
だ
け
で
も
結
構
で
す
。
）

●
内
容
　
事
業
に
つ
い
て
の
説
明
、
ス

ラ
イ
ド
上
映
、
昨
年
度
報
告
、
参
加

の
手
引
き
配
布

原
子
爆
弾
被
爆
者
二
世
に
対
す
る

無
料
健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す

厚
生
省
で
は
、
㈱
日
本
公
衆
衛
生
協

会
に
委
託
し
て
、
原
爆
被
爆
者
二
世
に

対
す
る
無
料
健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

受
診
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
実
施
機

関
の
窓
口
に
そ
の
旨
を
申
し
出
て
検
査

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者
　
原
子
爆
弾
被
爆
者
二
世
で

受
診
を
希
望
す
る
人

●
受
診
料
　
無
料

●
そ
の
他
　
実
施
機
関
、
実
施
期
日
等

は
左
記
の
通
り
で
す
。

●
期
日
　
2
月
6
日
　
（
木
）
　
～
2
月
2
0

日
　
（
木
）

●
時
間
　
午
前
8
時
3
0
分
～
日
時
0
0

分
、
午
後
1
時
－
3
時
（
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
）

●
と
こ
ろ
　
西
日
本
産
業
衛
生
会
北
九

州
健
診
診
療
所
　
（
北
九
州
市
小
倉
北

区
大
門
一
－
六
－
十
二
）
　
小
倉
城
前

℡
　
（
5
6
1
）
　
0
0
3
0

●
問
い
合
わ
せ
先
　
福
岡
県
保
健
環
境

部
健
康
増
進
課
　
老
人
保
健
係
　
℡

0

9

2

　

（

6

2

2

）

　

0

1

1

6

寒
く
な
っ
て
く
る
と

指
先
の
し
も
や
け
に
悩

ま
さ
れ
る
人
も
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
夜
、
ふ
と
ん
に
入
っ

て
体
が
温
ま
る
と
、
か

ゆ
み
が
ひ
ど
く
な
り
、

思
わ
ず
か
き
む
し
っ
て

か
ら
、
ま
た
は
お
風
呂
に
入
り
な
が

ら
毎
日
マ
ッ
サ
ー
ジ
す
る
こ
と
を
習

慣
づ
け
ま
す
。
乾
い
た
布
で
こ
す
る

の
も
血
行
促
進
に
役
立
ち
ま
す
。

水
仕
事
に
は
な
る
べ
く
お
湯
を
使

い
、
終
わ
っ
た
ら
冷
え
な
い
よ
う
に

手
の
水
気
を
よ
く
ふ
き
と
っ
て
乾
か

し
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
て
く
だ
さ
い
。

し
ま
っ
た
経
験
を
も
つ
人
は

少
な
く
な
い
は
ず
で
す
。

し
も
や
け
に
な
る
の
は
、

寒
さ
で
血
管
が
縮
み
、
血
行

が
悪
く
な
る
状
態
が
続
い
た

と
き
。
手
足
の
指
先
を
は
じ

め
、
冷
え
や
す
い
耳
や
鼻
な

ど
体
の
未
蒲
部
分
に
で
き
や

す
い
の
は
そ
の
た
め
で
す
。

赤
紫
色
に
は
れ
る
も
の
と
、

赤
い
発
疹
を
伴
う
も
の
の
二

種
類
に
分
け
ら
れ
、
前
者
は

子
ど
も
に
、
後
者
は
大
人
に

多
く
見
ら
れ
ま
す
。

症
状
が
進
む
と
、
水
ぶ
く
れ
に
な

っ
た
り
、
内
出
血
を
起
こ
し
た
り
、

皮
膚
が
破
れ
て
潰
瘍
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
「
た
か
が
し
も
や
け
」

な
ど
と
、
あ
な
ど
っ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
悪
化
す
れ
ば
立
派
な
「
凍
傷
」
。

手
術
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も

あ
る
の
で
す
。

予
防
の
第
一
は
血
行
を
良
好
に
保

つ
こ
と
で
す
。
し
も
や
け
の
で
き
や

す
い
と
こ
ろ
を
ぬ
る
ま
湯
に
浸
し
な

外
出
時
に
は
ハ
ン
ド
ク
リ
ー

ム
な
ど
で
皮
脂
を
補
い
、
さ

ら
に
手
袋
で
し
っ
か
り
と
防

寒
対
策
を
。
足
の
指
の
場
合
、

厚
手
の
靴
下
を
は
い
て
靴
が

き
つ
く
な
る
の
も
血
行
を
悪

く
す
る
原
因
に
な
り
ま
す
。

冬
場
は
や
や
大
き
め
の
靴
を

は
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

し
も
や
け
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
ら
、
血
行
を
促
進
す

る
軟
膏
と
か
ゆ
み
止
め
の
軟

膏
を
併
用
し
ま
す
。
内
服
薬

を
服
用
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

適
切
な
治
療
に
は
医
師
の
診
断
が
必

要
で
す
。
症
状
が
ひ
ど
い
と
き
に
は

皮
膚
科
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。


